
形式構成

特長

試験用端子

仕様（定格・性能）

定 格 絶 縁 電 圧

定 格 通 電 電 流

最 大 接 続 電 線

耐 電 圧

雷 イ ン パ ル ス

使 用 周 囲 温 度

絶 縁 抵 抗

過 負 荷 耐 量

B形 K形 A形

250V 500V 250V

10A ※

※一般貫通端子台としての使用電流：30A（準拠規格により定格が違います）

8㎜2

10A

5.5㎜2

5A

2㎜2

AC2,500V／1分間 AC2,000V／1分間

±7kV以上／1.2／50μs ±3kV以上／1.2／50μs

－5～＋40℃ －25～＋65℃

絶縁抵抗計（DC1,000V）1,000MΩ 絶縁抵抗計（DC500V）1,000MΩ以上

AC200A／1秒

形式仕様

■指示較正や試験作業の簡略化
計器や継電器を接続した状態で、指示較正や試験が行えるた

め、作業が大幅に省力化されます。

■幅広い用途
5Aから30Aまでの電流容量と仕様目的に応じてスタッド式や

挿入式など用途は豊富です。

■安全な構造
CT回路用は回路が開放しない構造になっており、挿入式はPT、

CT回路用とも誤挿入防止構造になっていますので安全です。

■高絶縁性、難燃性
ハウジングの材料は、高性能エンジニアリングプラスチックを使 

用していますので絶縁性、難燃性、耐衝撃性にすぐれています。

■熱帯地域向保護処理
熱帯地域のきびしい気候条件下での使用に耐えられるように特

別な保護処理を施した製品も用意しています。定格・性能およ

び寸法などは標準製品と同じです。

B-PTT B ネッタイ 

記号 マンセル近似色

4/1.5 7.5BG4/1.5

3/3.5 7.5BG3/3.5

R 7.5R4.5/14

Y 2.5Y8/12

B N1.5

色
青緑（灰）

青緑

赤

黄

黒

記号 構造／用途 

PTT 一段構造 

CTT 二段構造 

C カバー（無色透明） 

SV
SB
LB

短絡片 

基本形式 

［B形試験用端子］ 

K TT-A W 3-B M MR

記号 色マンセル近似色  

4/1.5 7.5BG4/1.5

B N1.5

青緑（灰）

黒接触部構造 
接触子一重構造（電圧用のみ） 

接触子二重構造 

記号 
仕様記号

前面カバー記号

S
W電流用

電圧用

A
V

仕様記号
電流用

電圧用

A
V

取外構造

スライド構造M

基本形式 

テストターミナル 

［K形試験用端子］ 

A TT-A 3

電流用（回路開放防止）

電圧用（電源混触防止）

 A
V

電圧用（回路開放防止）VL

プラグ先端導電部
短仕様

記号
TP

長仕様TQ

テストターミナル

仕様

テストプラグ
TT
TP

テストプラグ
（ねじ式）TQ

極数 
2極 

記号 
2

3極 3
4極 4

極数 
6極 

記号 
6

8極 8

基本形式 

［A形試験用端子,A形試験用プラグ］

極数 
1極（電流用のみ） 

記号 
1

2極 2
3極 3 8極（電流用のみ） 8

極数 
4極 

記号 
4

6極 6

極数 
1極（電流用のみ）

記号 
1

2極 2
3極 3 8極（電流用のみ）8

極数 
4極 

記号 
4

6極 6

K TP-A 3 MR
基本形式 

［K形試験用プラグ］ 

なし

仕様記号
標準仕様

熱帯仕様MR
なし

仕様記号
標準仕様

熱地仕様MR
なし

仕様記号
標準仕様

熱帯仕様ネッタイ
なし

記号
仕様記号

用途
構造

※前面カバースライド構造は、1極タイプのラインナップして
　おりません。

用途
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ATT-A □ （電流用 ） 

CTT 
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３
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１ １． ５  

M３ ． ５× ７  

７  
３ ６  （７ ． ３）   

１  
２  

３  
４  

５  
６  

７  
８  

９  
１ ０  

１ １  
１ ２  

●付属品 ●パネルカット寸法 

VTT 

A 

１
 ９
  ４

 ４
  

３
 ０
  

１ １． ５  

M３ ． ５× ７  

７  
３ ６  （７ ． ３）   

１  
２  

３  
４  

５  
６  

７  
８  

９  
１ ０  

１ １  
１ ２  

極数 

ー回路開放防止タイプー 

ATT-V □ （電圧用） 極数 

ー電源混触防止タイプー 

試験用端子 

A 形 
●挿入式 

2P 3P 4P 6P 8P 

39 48 57 75 93 A寸 法 

2P 3P 4P 6P 8P 

35 44 53 71 89 B寸 法 

ATPカラーN P 

φ5 （赤 、 青、 白、 黒、 緑、 黄） 
×1 
×2 （6 P、 8P ） 

●プラグとの組み合わせ 
ATP-A□,ATQ-A□ 

φ5 （赤 、 青、 白、 黒、 緑、 黄） 
×1 
×2 （6 P、 8P ） 

●プラグとの組み合わせ 
ATP-V□,VL□,ATQ-V□,VL□ 

８
 ０
  

３
 １
  

B 

A＋5 ０  

●付属品 ●パネルカット寸法 

2P 3P 4P 6P 8P 

39 48 57 75 93 A寸 法 

2P 3P 4P 6P 8P 

35 44 53 71 89 B寸 法 

８
 ０
  

３
 １
  

B 

A＋5 ０  ATPカラーN P 

標準仕様品（端子） 構造および特長 

活線作業をな くし たプ ラグ イ ン方式 （ ATP 形）   

プ ラグ  

従来 のシ ョー トバ ー 接続式 
から プラ グI N方式の変更 に 
より 危険 な 活線作業 をな く 
した 安全構造 です 。   

接続部分 と切 離し 部 
分 の分離方式採用 に 
より パネ ルバ ック 寸法 
を 約1/2 （当 社比 ） 迄 
縮少 させ たコン パク ト 
構造 です 。   

2 

1 

選択 ス ト ッパ ーに より リ 
ー ドプラ グ又 はシ ョー ト 
ジャ ック のい ずれ かに し 
か入 ら ない ユニ ッ トで す。   

失 いやす い保 護カ バ 
ーを 上下 スライ ド方 
式 の採用 によ り取 り 
外す事 なく 作業 が出 
来る 構造 です 。   

リー ドプラ グ、 ショ ー トジ 
ャッ クと プラ グ本 体へ 
の挿着 やプ ラグ 本体 と 
端子本体の挿着部 は 
離脱防 止を施 した ロッ 
ク 構造  
です 。   

端子内 で の接触方法 
はツ イン 接触 、 端子 と 
プラ グ の接触 は トリ プ 
ル 接触構造 で 接触信 
頼性 を アップ しま した 。   

  

電 圧・電 流プ ラグ の間 
違いや 極数間 違い、 あ 
るい は 上下方向の挿 
着間違 いを 未 然に防 ぐ 
セー フテ ィー 構造 です 。   

電流用 （黒色） ・ 電圧用 （灰色） ユニ ッ トを 色区 分して いま す 
ので 、 配線作業 時に確 認を行 いな がら 作業 が行 えま す。   

従来品  
（当 社製 ）   

●選択 ス ト ッパ ー  

●ロ ック レバー   
（本体側 ）   

●ロ ック 解除 レバー   
  （プ ラグ 側ATP のみ ）   

●ガ イ ドピ ン  

電圧用 （灰色） 
  

電流用 （黒色） 
  

内部構造を一 新し たコン パク ト設計  

端子  

配線 ミス に よる短絡防止構造 （ ATP 形）   保護 カバ ーを紛 失し ない スラ イ ド方式  

離脱防止のためのロ ック 構造  信頼性の高いツ イ ン接触構造  

安全挿着のためのガ イド ピ ン構造  電流 用・ 電圧用ユ ニッ トの色区分構造  

●シ ョー トジャ ック   

●リ ー ドプラ グ  
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●端子本体との組み合わせ 
ATT-V □ 

2P 3P 4P 6P 8P 

43 52 61 79 97 L寸 法 

●端子本体との組み合わせ 
ATT-A □ 

2P 3P 4P 6P 8P 

43 52 61 79 97 L寸 法 

A TQ-A □ （ね じ式電流用） 

A TQ-V □ （ね じ 式電圧用 ） 

AT Q- VL □ （ね じ 式電圧用 ） 

試験用端子 

A 形 
●挿入式 

極数 
●付属品 

ATQ SバーA 

ATQ SバーB 

ATPカラーN P 

３
  

３ ０  

φ
 ４  

３
  

１ ７.５  

φ
 ４  

×1 
×2 （6 P、 8P ） 

極数 
●付属品 

ATQ SバーA 

ATQ SバーB 

３
  

３ ０  

φ
 ４  

３
  

１ ７.５  

φ
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極数 

●端子本体との組み合わせ 
ATT-V □ 

2P 3P 4P 6P 8P 

43 52 61 79 97 L寸 法 

●付属品 

ATQ SバーA 

ATQ SバーB 

３
  

３ ０  

φ
 ４  

３
  

１ ７.５  

φ
 ４  

ー回路開放防止プラグー 

ー電源混触防止プラグー 

ー回路開放防止プラグー 

ATPカラーN P 

×1 
×2（6P、P8） 

ATPカラーN P 

×極 数 

×極 数 

×極 数 

×極 数 

×極 数 

×極 数 

ガイドピン 

ロックレバー 
（本体とのロック用） 

ガイドピン 

ロックレバー 
（本体とのロック用） 

ガイドピン 

ロックレバー 
（本体とのロック用） 

ー回路開放防止プラグー 

ー電源混触防止プラグー 

ATP-A□ （電流用） 

ATP-VL□ （電圧用） 
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極数 
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ー回路開放防止プラグー 

●端子本体との組み合わせ 
ATT-V □ 

●端子本体との組み合わせ 
ATT-V □ 

2P 3P 4P 6P 8P 

35 44 53 71 89 A寸 法 

2P 3P 4P 6P 8P 

35 44 53 71 89 A寸 法 

2P 3P 4P 6P 8P 

35 44 53 71 89 A寸 法 

●付属品 

AT Pリ ー ドプ ラグ 

AT Pシ ョー トジ ャ ック 

ATPカラーN P 

●端子本体との組み合わせ 
ATT-A □ 

●付属品 

AT Pリ ー ドプ ラグ 
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ATPカラーN P 

●付属品 
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AT Pシ ョー トジ ャ ック 

ATPカラーN P 

×1 
×2 （6 P、 8P ） 
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×2 （6 P、 8P ） 
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×2 （6 P、 8P ） 

×極 数 

×極 数 

×極 数 

×極 数 

×極 数 

×極 数 

標準仕様品（プラグ） 

×1 
×2（6P、P8） 
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ATPBプラグケースセット 

ATQBプラグケースセット 

AT Pリ ード プラ グ AT Pシ ョー トジ ャッ ク ATPカ ラーNP 

ATQ Sバー A ATQ Sバー B ATQツマミ 

３
  

３ ０  

φ
 ４  

３
  

１ ７.５  

φ
 ４  

試験用端子 

A 形 
●挿入式 

ATPB-A2-V2 

ATP-A2  
ATP-V2  
リー ドプ ラグ   4本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   4本   
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATPB-A3-V3 

ATP-A3  
ATP-V3  
リー ドプ ラグ   6本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   6本   
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATPB-A4-V4 

ATP-A4  
ATP-V4  
リー ドプ ラグ   8本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   8本   
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATPB-A6-V6 

ATP-A6  
ATP-V6  
リー ドプ ラグ  12 本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   12 本   
カラ ー NP4枚  

（ATPB ケー ス）   

ATPB-A8 

ATP-A8  
ーーーー   
リー ドプ ラグ   8本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   8本   
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATPB-V8 

ATP-V8  
ーーーー   
リー ドプ ラグ   8本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   8本   
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATPB-A8-V8 

ATP-A8  
ATP-V8  
リー ドプ ラグ  16 本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   16 本   
カラ ー NP4枚  

（ATPB ケー ス）   

形式  

内蔵品明細  

ATQB-A2-V2 

ATQ-A2  
ATQ-V2  
Sバ ー A  4本  
Sバ ー B  4本  
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-A3-V3 

ATQ-A3  
ATQ-V3  
Sバ ー A  6本  
Sバ ー B  6本  
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-A4-V4 

ATQ-A4  
ATQ-V4  
Sバ ー A  8本  
Sバ ー B  8本  
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-A6-V6 

ATQ-A6  
ATQ-V6  
Sバ ー A  12本  
Sバ ー B  12本  
カラ ー NP4枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-A8 

ATQ-A8  
ーーーー   
Sバ ー A  8本  
Sバ ー B  8本  
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-V8 

ATQ-V8  
ーーーー   
Sバ ー A  8本  
Sバ ー B  8本  
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-A8-V8 

ATQ-A8  
ATQ-V8  
Sバ ー A  16本  
Sバ ー B  16本  
カラ ー NP4枚  

（ATPB ケー ス）   

形式  

内蔵品明細  

各組み合わせ例の挿入時における現象 

AT P- A□ 
AT Q- A□ 
AT P- V□ 
AT Q- V□ 
AT P- VL □ 
ATQ -VL □ 

ATT-A □ 

テス ト端 子 テス トプ ラグ 

回路開放防止形 組み 合わ せ 

試験電 源との 混触防止形 組み 合わ せ 

回路開放防止 形 （ラ ップ タイ プ） 組み合 わせ 

用  途 

ATT-V □ 

■テスト端子とテストプラグの組み合わせと用途 

■AT T-VとATP-V, ATQ-Vの組み合わ せ 
プラ グ ATP-V のプ ラグ 端子 は、 プラ グ ATP-V Lよ り短 く、 その ため プラ 

グ挿 入に おい て、 端子ATT- Vの 接触 部が 開放 され た後 、 プラ グ端 子 

が接 触す る。 したが って 、 プラ グ抜 き差 しの 際に 、 プラ グか ら別 電源 

を挿 入し ても 電源混 触は 起こ りま せん 。 

しか し、 試験用計 器に て 回路電 圧の 測定 を行 う際 、 回路 の 瞬時開 放 

によ る継 電器 の誤動作 が起 こる ので 継電 器を ロッ クし てお かな けれ 

ばな りま せん ので 、 用途 に合 わせ て選 んで く ださ い。 

■AT T-VとATP-VL, ATQ-VLの組み合わせ 
プラ グ ATP-V Lの プラ グ端 子は 、 プラ グ ATP- Aと同じ く長 いた めプ ラ 

グ挿 入に お いて、 端子ATT- Vの 接触 部が 開放 され る前 に、 プラ グ端 

子が 接触 しま す。 した がっ て、 プラ グ抜 き 差しに お いて、 回路 の開 放は 

起こ りま せん 。 これ によ り、 試験用計 器に て 回路電 圧の 測定 を行 う際 、 

回路 の 瞬時開 放に よる 継電 器の 誤動 作は 起こ らな いが 、 プラ グか ら 

別電源 を挿 入し よう とす ると 、 一時的 に 電源混 触が 起 こりま すので必 

ず 外部電 源の スイ ッチ を切 にし て挿 入し てください。 

■AT T-AとATP-A, ATQ-Aの組み合わ せ 
プラ グ ATP- Aの プラ グ端 子は 長く 、 その ため プラ グ挿 入に おい て端 

子 ATT- Aの 接触 部が 開放 され る前 に、 プラ グ端 子が 接触 しま す。 し 

たが って 、 プラ グ抜 き差 しに おい て、 CT回路 の開 放は 起 こりま せん 。 

ATT-A 
（A TQ -A ）   

AT P- A 

ATT-V AT P- V 
（A TQ -V ）   

ATT-V AT P -VL 
（ATQ -VL ）   

アクセサリー 
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ATPBプラグケースセット 

ATQBプラグケースセット 

AT Pリ ード プラ グ AT Pシ ョー トジ ャッ ク ATPカ ラーNP 

ATQ Sバー A ATQ Sバー B ATQツマミ 
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φ
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３
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φ
 ４  

試験用端子 

A 形 
●挿入式 

ATPB-A2-V2 

ATP-A2  
ATP-V2  
リー ドプ ラグ   4本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   4本   
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   
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ATP-V3  
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ショ ー トジ ャ ッ ク   6本   
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATPB-A4-V4 
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ATP-V4  
リー ドプ ラグ   8本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   8本   
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATPB-A6-V6 
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ATP-V6  
リー ドプ ラグ  12 本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   12 本   
カラ ー NP4枚  

（ATPB ケー ス）   

ATPB-A8 

ATP-A8  
ーーーー   
リー ドプ ラグ   8本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   8本   
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATPB-V8 

ATP-V8  
ーーーー   
リー ドプ ラグ   8本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   8本   
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATPB-A8-V8 

ATP-A8  
ATP-V8  
リー ドプ ラグ  16 本   
ショ ー トジ ャ ッ ク   16 本   
カラ ー NP4枚  

（ATPB ケー ス）   

形式  

内蔵品明細  

ATQB-A2-V2 

ATQ-A2  
ATQ-V2  
Sバ ー A  4本  
Sバ ー B  4本  
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-A3-V3 

ATQ-A3  
ATQ-V3  
Sバ ー A  6本  
Sバ ー B  6本  
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-A4-V4 

ATQ-A4  
ATQ-V4  
Sバ ー A  8本  
Sバ ー B  8本  
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-A6-V6 

ATQ-A6  
ATQ-V6  
Sバ ー A  12本  
Sバ ー B  12本  
カラ ー NP4枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-A8 

ATQ-A8  
ーーーー   
Sバ ー A  8本  
Sバ ー B  8本  
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-V8 

ATQ-V8  
ーーーー   
Sバ ー A  8本  
Sバ ー B  8本  
カラ ー NP2枚  

（ATPB ケー ス）   

ATQB-A8-V8 

ATQ-A8  
ATQ-V8  
Sバ ー A  16本  
Sバ ー B  16本  
カラ ー NP4枚  

（ATPB ケー ス）   

形式  

内蔵品明細  

各組み合わせ例の挿入時における現象 

AT P- A□ 
AT Q- A□ 
AT P- V□ 
AT Q- V□ 
AT P- VL □ 
ATQ -VL □ 

ATT-A □ 

テス ト端 子 テス トプ ラグ 

回路開放防止形 組み 合わ せ 

試験電 源との 混触防止形 組み 合わ せ 

回路開放防止 形 （ラ ップ タイ プ） 組み合 わせ 

用  途 

ATT-V □ 

■テスト端子とテストプラグの組み合わせと用途 

■AT T-VとATP-V, ATQ-Vの組み合わ せ 
プラ グ ATP-V のプ ラグ 端子 は、 プラ グ ATP-V Lよ り短 く、 その ため プラ 

グ挿 入に おい て、 端子ATT- Vの 接触 部が 開放 され た後 、 プラ グ端 子 

が接 触す る。 したが って 、 プラ グ抜 き差 しの 際に 、 プラ グか ら別 電源 

を挿 入し ても 電源混 触は 起こ りま せん 。 

しか し、 試験用計 器に て 回路電 圧の 測定 を行 う際 、 回路 の 瞬時開 放 

によ る継 電器 の誤動作 が起 こる ので 継電 器を ロッ クし てお かな けれ 

ばな りま せん ので 、 用途 に合 わせ て選 んで く ださ い。 

■AT T-VとATP-VL, ATQ-VLの組み合わせ 
プラ グ ATP-V Lの プラ グ端 子は 、 プラ グ ATP- Aと同じ く長 いた めプ ラ 

グ挿 入に お いて、 端子ATT- Vの 接触 部が 開放 され る前 に、 プラ グ端 

子が 接触 しま す。 した がっ て、 プラ グ抜 き 差しに お いて、 回路 の開 放は 

起こ りま せん 。 これ によ り、 試験用計 器に て 回路電 圧の 測定 を行 う際 、 

回路 の 瞬時開 放に よる 継電 器の 誤動 作は 起こ らな いが 、 プラ グか ら 

別電源 を挿 入し よう とす ると 、 一時的 に 電源混 触が 起 こりま すので必 

ず 外部電 源の スイ ッチ を切 にし て挿 入し てください。 

■AT T-AとATP-A, ATQ-Aの組み合わ せ 
プラ グ ATP- Aの プラ グ端 子は 長く 、 その ため プラ グ挿 入に おい て端 

子 ATT- Aの 接触 部が 開放 され る前 に、 プラ グ端 子が 接触 しま す。 し 

たが って 、 プラ グ抜 き差 しに おい て、 CT回路 の開 放は 起 こりま せん 。 

ATT-A 
（A TQ -A ）   

AT P- A 

ATT-V AT P- V 
（A TQ -V ）   

ATT-V AT P -VL 
（ATQ -VL ）   

アクセサリー 
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電圧 PT 1個の場合 

電流 CT 1個の場合 電圧 PT 1個の場合 

■パネ ルへ の取り付け方法（ATT）
1） 端子本 体よ り トメ カナ グ （2 ケ） を取 り外して く ださ い。 

2） 端子本 体をパネル 前面 より 取付 孔に 差し 込み パネ ル裏 面か ら 

トメ カナ グで 取り付けを行ってください。

■ご使用 例 （ATP ） 
電 流・電 圧の 測定 の場合 には、 テス ト端 子 （A TT ） に対 し、 テス トプ 

ラグ （A TP ） を使 用し ます 。 

1） テス ト端 子の 前面透 明カ バー を上 側へ 、 カチ ッと 手ご たえ のあ 

る位 置ま でス ライ ドさ せ、 カバ ーを 保持 させ ます 。 

2） テス トプ ラグ のジ ャッ ク挿 入孔 の下 図に示す 位置 にシ ョー ト 

ジャ ック 、 リー ドプラ グを 挿入 して くだ さい 。 （こ の場 合、 必ず テ 

ス トプ ラグ 下部 にあ るロ ック 解除 レバ ーを 押してから挿 入して く 

ださ い） 

ご使用上の注意 
● 接続 ミス は事 故に つな がり ます ので 十分接続確 認してから作 

業を行 って く ださ い。 
● ご使 用前 には 必ず リー ド線 の断線等異 常が ない 事を確 かめ て 

から ご使 用く ださ い。 
● 保護 カバ ーは 前向 きに 引っ 張ら ない でく ださ い。 
● テス ト端 子や 接続 プラ グの 挿入 や引 出し はテ ス ト端 子に 対して 

平 行に慎 重に実 施し てく ださ い。 
● プラ グ挿 入後 はリー ド 線に力 がか から ない よう に作 業を お願 い 

いた しま す。 
● C T回路 を開 放す るこ とは 危険 です ので 絶 対に行 わな いで くだ 

さい 。 
● テス トプ ラグ によ る 試験以 外の 常時 は必 ず保 護カ バー を下 ろ 

して おい てく ださ い。 
● 用途銘 板は 別途 ご用 意く ださ い。 
● 接続 プラ グの 保管 は接 触子 の曲 がり 等生 じな いよ うに 保管 お 

願い いた しま す。 
● テス トプ ラグ はV （回 路と 試験電源混触防 止） とV L （ 回路開放 

防止 ） の2種類 があ りま すので用 途に合 わせ てご 使用 く ださ い。 

3） リー ドプラ グに 接続 され たリ ード 線で 測定用計 器を接 続し てく 

ださ い。 

4） 接続 がで きま した ら、 テス トプ ラグ をテ ス ト端 子に 挿入 し、 試験 

を行 って く ださ い。 テス ト端 子等 の接 続は 下図 の通 りで す。 

■リ ード プラ グ のリー ド 線接続方法 （ATP ） 
1） 2㎜ 2 の接 続ケ ーブ ル （ 別購入 願い ます ） の先 端に透 明キ ャ ップ 

を挿 入し ます 。 

2） 電線先 端を ス ト リ ップ し付 属さ れた L字圧着端 子を カシ メ ます 。 

3） 付属 され たM 3ネ ジで 圧着 され た電 線を プラ グジ ャ ック に取 り付 

けま す。 

4） 透明 キャ ップ をプ ラグ ジャ ック には め込み ます 。 

■ ショートジャック、リードプラグの取り付け・取り外し方法
1） ロッ ク解 除レ バー を指 で押 しな がら 、 ショ ー トジ ャ ック ・ リード プ 

ラグ を挿 入し 取り付けを行ってください。

尚、 取り付け後は抜け等が起こらない事を確かめてください。

※回路接続につきましては接続作業方法例およびご使用例を

参照 願い ます 。 

A 
ATT-A 

CT 

４  

３  

２  

１  

V 
ATT-V 

P.T 

４  

３  

２  

１  

取扱説明 

試験用端子 

A 形 
●挿入式 

●端子本体 

●ト メ カナ グ 

●リ ー ドプラ グ 

●リ ー ドプラ グ 

● ショ ー トジャ ック 用  
 取付孔  

● リー ドプラ グ用   
 取付孔  

●ロ ック 解除 レバー   

●ATP プラ グ  

●圧着端子  
●接続 ケー ブル  
  （2 ㎜ 2 ）   

●キ ャッ プ  

●接続 ケー ブル  
   （2 ㎜ 2 ）   

●リ ー ドプラ グ  ●M3 ネジ   

●シ ョー トジ ャ ック （1 個） 

電流 CT 1個の場合 

●シ ョー トジ ャ ック （1 個） 

●リ ー ドプラ グ

●シ ョー トジャ ック   

PT 2個の場合 CT 2個の場合 

PT 3個の場合 CT 3個の場合 

電圧用 電流用 
PT 1個の場合 CT 1個の場合 

PT 2個の場合 CT 2個の場合 

PT 3個の場合 CT 3個の場合 

電圧用 電流用 
PT 1個の場合 CT 1個の場合 

接続作業方法例［ATTおよびATPを使用した場合］
● 電圧・電流測定接続（継電器は必ずロックしてください） 電圧計・電流計校正接続（電源スイッチは切にして挿入ください） ● 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 

●プ ラグ を挿 入し ない 状態 

●プ ラグ を挿 入し た状態 
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電圧 PT 1個の場合 

電流 CT 1個の場合 電圧 PT 1個の場合 

■パネ ルへ の取り付け方法（ATT）
1） 端子本 体よ り トメ カナ グ （2 ケ） を取 り外して く ださ い。 

2） 端子本 体をパネル 前面 より 取付 孔に 差し 込み パネ ル裏 面か ら 

トメ カナ グで 取り付けを行ってください。

■ご使用 例 （ATP ） 
電 流・電 圧の 測定 の場合 には、 テス ト端 子 （A TT ） に対 し、 テス トプ 

ラグ （A TP ） を使 用し ます 。 

1） テス ト端 子の 前面透 明カ バー を上 側へ 、 カチ ッと 手ご たえ のあ 

る位 置ま でス ライ ドさ せ、 カバ ーを 保持 させ ます 。 

2） テス トプ ラグ のジ ャッ ク挿 入孔 の下 図に示す 位置 にシ ョー ト 

ジャ ック 、 リー ドプラ グを 挿入 して くだ さい 。 （こ の場 合、 必ず テ 

ス トプ ラグ 下部 にあ るロ ック 解除 レバ ーを 押してから挿 入して く 

ださ い） 

ご使用上の注意 
● 接続 ミス は事 故に つな がり ます ので 十分接続確 認してから作 

業を行 って く ださ い。 
● ご使 用前 には 必ず リー ド線 の断線等異 常が ない 事を確 かめ て 

から ご使 用く ださ い。 
● 保護 カバ ーは 前向 きに 引っ 張ら ない でく ださ い。 
● テス ト端 子や 接続 プラ グの 挿入 や引 出し はテ ス ト端 子に 対して 

平 行に慎 重に実 施し てく ださ い。 
● プラ グ挿 入後 はリー ド 線に力 がか から ない よう に作 業を お願 い 

いた しま す。 
● C T回路 を開 放す るこ とは 危険 です ので 絶 対に行 わな いで くだ 

さい 。 
● テス トプ ラグ によ る 試験以 外の 常時 は必 ず保 護カ バー を下 ろ 

して おい てく ださ い。 
● 用途銘 板は 別途 ご用 意く ださ い。 
● 接続 プラ グの 保管 は接 触子 の曲 がり 等生 じな いよ うに 保管 お 

願い いた しま す。 
● テス トプ ラグ はV （回 路と 試験電源混触防 止） とV L （ 回路開放 

防止 ） の2種類 があ りま すので用 途に合 わせ てご 使用 く ださ い。 

3） リー ドプラ グに 接続 され たリ ード 線で 測定用計 器を接 続し てく 

ださ い。 

4） 接続 がで きま した ら、 テス トプ ラグ をテ ス ト端 子に 挿入 し、 試験 

を行 って く ださ い。 テス ト端 子等 の接 続は 下図 の通 りで す。 

■リ ード プラ グ のリー ド 線接続方法 （ATP ） 
1） 2㎜ 2 の接 続ケ ーブ ル （ 別購入 願い ます ） の先 端に透 明キ ャ ップ 

を挿 入し ます 。 

2） 電線先 端を ス ト リ ップ し付 属さ れた L字圧着端 子を カシ メ ます 。 

3） 付属 され たM 3ネ ジで 圧着 され た電 線を プラ グジ ャ ック に取 り付 

けま す。 

4） 透明 キャ ップ をプ ラグ ジャ ック には め込み ます 。 

■ ショートジャック、リードプラグの取り付け・取り外し方法
1） ロッ ク解 除レ バー を指 で押 しな がら 、 ショ ー トジ ャ ック ・ リード プ 

ラグ を挿 入し 取り付けを行ってください。

尚、 取り付け後は抜け等が起こらない事を確かめてください。

※回路接続につきましては接続作業方法例およびご使用例を

参照 願い ます 。 
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●キ ャッ プ  

●接続 ケー ブル  
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●リ ー ドプラ グ  ●M3 ネジ   

●シ ョー トジ ャ ック （1 個） 

電流 CT 1個の場合 

●シ ョー トジ ャ ック （1 個） 

●リ ー ドプラ グ
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接続作業方法例［ATTおよびATPを使用した場合］
● 電圧・電流測定接続（継電器は必ずロックしてください） 電圧計・電流計校正接続（電源スイッチは切にして挿入ください） ● 
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